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100
条
委
員
会
に
お
け
る
虚
偽
の
陳
述
で
２
人
を
告
発

住
）

 

・
吉
田
早
苗
氏
（
本
町
三
丁
目

在
住
）

〇
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

藤
沢
市
監
査
委
員
の
一
人
が
、

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
委
員
を
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
求
め

る
も
の
。

　

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

　

任
期
は
二
十
五
年
四
月
一
日

か
ら
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
四
年
間
。

 

・
青
柳
義
朗
氏
（
再
任
、
辻

堂
東
海
岸
四
丁
目
在
住
）

〇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

　

藤
沢
市
域
の
人
権
擁
護
委

員
の
一
人
が
、
平
成
二
十
五

年
六
月
三
十
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
た
め
、
新
た

な
候
補
者
を
推
薦
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
意
見
を

求
め
る
も
の
。

　

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

　

任
期
は
二
十
五
年
七
月
一

日
か
ら
二
十
八
年
六
月
三
十

日
ま
で
の
三
年
間
。

 

・
廣
瀬
平
治
氏（
新
規
推
薦
、

天
神
町
一
丁
目
在
住
）

〇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　

藤
沢
市
教
育
委
員
会
委
員

の
二
人
が
、
平
成
二
十
五
年

三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
た
め
、
新
た

な
委
員
を
任
命
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
求

め
る
も
の
。

　

議
会
は
こ
れ
に
同
意
し
た
。

　

任
期
は
二
十
五
年
四
月
一

日
か
ら
二
十
九
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
四
年
間
。

 

・
井
上
公
基
氏
（
横
浜
市
在

　

教
育
委
員
会
委
員
の

　
　
　
　

任
命
等
に
同
意

質
問　

災
害
時
の
帰
宅
困
難
者

対
策
は
重
要
な
施
策
と
考
え
る

が
、
検
討
状
況
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

答
弁　

複
数
の
路
線
が
入
る
主

要
な
駅
を
中
心
に
駅
周
辺
帰
宅

困
難
者
対
策
協
議
会
の
立
ち
上

げ
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

帰
宅
困
難
者
対
策
の
情

報
は
大
変
重
要
な
も
の
と
な
る

た
め
、
協
議
会
の
検
討
状
況
に

つ
い
て
、
あ
る
程
度
明
ら
か
に

な
っ
た
時
点
で
市
民
に
周
知
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。

答
弁　

協
議
会
の
立
ち
上
げ
に

関
し
て
は
、
現
段
階
で
さ
ま
ざ

ま
な
関
係
団
体
と
打
ち
合
わ
せ

を
行
っ
て
お
り
、
お
お
む
ね
協

力
を
い
た
だ
け
る
と
い
う
回
答

を
得
て
い
る
。

　

新
年
度
早
々
に
協
議
会
の
準

備
会
を
開
催
し
て
い
く
が
、
主

要
な
駅
周
辺
の
地
区
ご
と
に
部

会
形
式
と
す
る
か
等
議
論
を
し

て
い
き
た
い
。

質
問　

昨
年
か
ら
ふ
じ
さ
わ
観

光
親
善
大
使
に
就
任
し
て
い
る

つ
る
の
剛
士
氏
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
藤
沢
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

今
後
の
観
光
親
善
大
使
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

答
弁　

つ
る
の
剛
士
氏
は
本
市

に
在
住
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
、
藤
沢
市
は
非
常
に

住
み
や
す
い
町
で
、
で
き
れ
ば

ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
と
話
す

な
ど
、
藤
沢
の
Ｐ
Ｒ
に
一
生
懸

命
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
平
成

二
十
五
年
度
も
大
使
の
継
続
を

快
諾
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

具
体
的
な
企
画
の
提
案
も
受
け

て
い
る
。

　

今
後
は
、
つ
る
の
氏
と
一
緒

に
中
期
的
な
計
画
に
つ
い
て
考

え
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

市
民
後
見
人
の
問
題
点

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
今
後
こ
の
制
度
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、
市
の
姿
勢
に
つ
い
て
聞
き

質
問　

消
防
救
急
基
地
局
の
無

線
に
つ
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
り
市
内
全
域
に
電
波
が
届
く

の
か
、
平
成
二
十
四
年
度
の
調

査
結
果
と
今
後
の
予
定
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

答
弁　

デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ

の
周
波
数
が
異
な
る
こ
と
に
よ

り
、
電
波
の
到
達
距
離
、
出
力

質
問　

ニ
ー
ト
及
び
ひ
き
こ
も

り
対
策
に
つ
い
て
、
そ
の
対
応

の
仕
方
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
く

や
ア
ン
テ
ナ
の
高
さ
等
を
見
直

す
必
要
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
調

査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
既

存
の
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
と
御

所
見
出
張
所
の
二
基
地
局
で
は
、

市
内
中
央
部
に
通
話
不
可
能
な

地
域
が
発
生
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
市
内
全
域
を
カ
バ
ー
す

る
た
め
に
は
、
新
た
に
六
会
出

張
所
を
加
え
、
三
カ
所
の
基
地

局
が
必
要
で
あ
る
と
の
結
論
に

達
し
た
。
今
後
は
、
二
十
五
年

度
に
実
施
設
計
を
行
っ
た
上

で
、
二
十
六
年
度
に
整
備
工
事

を
実
施
し
、
二
十
七
年
度
の
運

用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

る
と
考
え
る
が
、
今
後
ど
う
対

応
し
て
い
く
か
聞
き
た
い
。

答
弁　

ニ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

仕
事
に
就
き
た
い
と
い
う
意
欲

が
若
干
で
も
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、（
仮
称
）
若
者
し
ご
と

応
援
塾
に
登
録
し
、
就
労
体
験

な
ど
を
通
じ
て
、
一
歩
一
歩
段

階
を
踏
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て

い
る
。
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て

は
、
す
ぐ
に
応
援
塾
に
参
加
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
お

り
、ま
ず
保
護
者
を
支
援
し
て
、

徐
々
に
本
人
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
を

広
げ
、
応
援
塾
へ
の
参
加
に
つ

な
が
る
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
相
談
の
き
っ
か
け
を

二
十
四
時
間
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
平
成
二
十
五
年
度
か

ら
新
た
な
手
法
と
し
て
メ
ー
ル

で
の
相
談
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

議
員
全
員
協
議
会
は
、
二

月
八
日
に
開
催
さ
れ
、
藤
沢

市
新
総
合
計
画
の
あ
り
方
と

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
及

び
藤
沢
市
土
地
開
発
公
社
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
報
告
を
受
け
、
こ
れ

ら
に
対
し
、質
疑
を
行
っ
た
。

〇
藤
沢
市
新
総
合
計
画
の
あ

り
方
と
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て

　

〈
市
の
説
明
〉

　

総
合
計
画
が
現
在
の
形
式

と
な
っ
た
の
は
、
高
度
経
済

成
長
期
に
市
町
村
に
よ
る
策

定
が
義
務
化
さ
れ
、
当
時
の

右
肩
上
が
り
の
経
済
成
長
、

法
に
お
け
る
総
合
計
画
の
策

定
義
務
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と

を
契
機
に
、
現
在
の
総
合
計

画
を
廃
止
し
、
将
来
を
見
据

え
た
長
期
展
望
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
展
望
に
向
け
た
政

策
、
施
策
を
確
実
に
実
現
す

る
た
め
の
総
合
的
な
指
針
を

策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

策
定
に
当
た
っ
て
は
議
会
、

市
民
、
関
係
団
体
等
か
ら
意

見
を
伺
い
、
総
合
計
画
で
示

し
て
い
た
将
来
像
な
ど
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
策
定
は
「
職

員
が
力
を
合
わ
せ
て
短
期
間
」

で
、
内
容
は
「
市
民
に
わ
か

り
や
す
く
」を
信
条
と
す
る
。

人
口
増
加
を
背
景
に
、
総
合
的

に
事
業
を
位
置
づ
け
た
た
め
で

あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
社
会

経
済
情
勢
や
地
方
自
治
の
変
化

を
鑑
み
る
と
、
総
合
計
画
は
、

網
羅
的
、
総
花
的
と
な
る
こ
と

で
緊
急
性
、
重
要
性
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
る
こ
と
が
難
し
く
、

必
要
な
時
期
に
必
要
な
施
策
を

講
じ
て
、
確
実
に
成
果
を
上
げ

る
点
に
お
い
て
、
時
代
に
合
致

し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
ま

た
、
総
合
計
画
は
計
画
と
予
算

が
乖
離
し
や
す
い
こ
と
や
計
画

策
定
自
体
が
目
的
化
し
て
し
ま

う
こ
と
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。

　

平
成
二
十
三
年
に
地
方
自
治

た
い
。

答
弁　

専
門
職
後
見
人
の
人
的

な
限
界
を
補
う
点
、
ま
た
、
認

知
症
の
高
齢
者
や
知
的
障
が
い

者
等
の
生
活
を
地
域
で
支
え
る

点
か
ら
も
、
今
後
、
市
民
後
見

人
の
育
成
、
活
用
の
必
要
性
は

高
ま
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
専
門
職
後
見
人
の

役
割
・
責
任
分
担
に
つ
い
て
関

質
問　

本
市
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
の
課
題
を
踏
ま
え
、

交
通
網
・
交
通
手
段
の
整
備
を

検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
そ
こ
で
、
本
市
の
交
通
の

あ
り
方
に
つ
い
て
今
後
ど
の
よ

係
団
体
と
の
十
分
な
調
整
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
被
後
見
人
の
権
利
や

財
産
に
も
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
、

後
見
人
と
し
て
の
資
質
向
上
と

倫
理
観
の
確
保
が
極
め
て
重
要

で
あ
り
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

や
指
導
監
督
体
制
の
構
築
が
大

き
な
課
題
に
な
る
。

　

今
後
は
、
弁
護
士
や
行
政
書

士
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
等
が
参
加
す
る
藤
沢
市
権
利

擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
で

の
協
議
を
踏
ま
え
、
市
と
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
連
携
し
て
、

市
民
後
見
人
の
養
成
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

う
に
検
討
し
て
い
く
の
か
聞
き

た
い
。

答
弁　

本
市
の
中
部
及
び
北
西

部
に
つ
い
て
は
、
公
共
交
通
が

不
足
し
て
お
り
、
特
に
高
齢
者

を
中
心
と
し
て
外
へ
出
歩
く
こ

と
が
で
き
な
い
状
況
に
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
交
通
不
便
地
域
の

問
題
を
解
消
す
る
方
法
と
し
て
、

い
ず
み
野
線
延
伸
と
鉄
道
網
に

派
生
す
る
路
線
バ
ス
の
再
編
が

挙
げ
ら
れ
、
通
常
の
路
線
バ
ス

の
他
に
、
ミ
ニ
バ
ス
の
運
行
や

デ
マ
ン
ド
交
通
（
※
）
も
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　

公
共
交
通
の
導
入
に
際
し
て

は
、
各
地
域
に
お
け
る
人
口
密

度
や
高
齢
者
の
割
合
、
地
形
の

問
題
等
を
踏
ま
え
、
そ
の
地
区

に
合
っ
た
も
の
を
選
択
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
検
討
の
後
、
最
終
的

な
協
議
の
段
階
で
地
域
公
共
交

通
会
議
に
諮
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

　

藤
沢
市
土
地
開
発
公
社
が
、

市
か
ら
用
地
取
得
の
依
頼
を

受
け
、
平
成
二
十
一
年
一
月

に
善
行
六
丁
目
の
土
地
（
実

測
地
積
千
七
百
七
十
七
・
五

七
平
方
㍍
）
を
一
億
八
百
五

十
万
円
で
取
得
し
た
件
に
お

い
て
、
そ
の
取
得
の
経
緯
や

価
格
等
事
実
解
明
を
目
的
と

し
て
設
置
さ
れ
た
、
善
行
地

区
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
事
業
用
地
取
得
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

（
通
称
・
100
条
委
員
会
）
に

お
い
て
、
証
人
と
し
て
出
頭

し
、
証
言
を
行
っ
た
際
、
虚

偽
の
陳
述
を
し
た
と
し
て
、

舘
野
邦
行
元
市
民
自
治
部
長
、

板
垣
力
元
善
行
地
区
自
治
会

連
合
会
会
長
の
二
人
に
つ
い

て
、
二
十
五
年
一
月
二
十
二

日
に
神
奈
川
県
警
察
本
部
に

告
発
状
を
提
出
し
、
受
理
さ

れ
ま
し
た
。

ふ
じ
さ
わ
観
光
親
善
大
使

今
後
の
方
向
性
は

市
民
後
見
人
の
活
用

積
極
的
な
取
組
を

ニ
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

そ
の
支
援
方
法
は

地
域
課
題
を
踏
ま
え
た

市
内
交
通
網
の
整
備
を

 
対
策
協
議
会
の
立
ち
上
げ
に
向
け
て
準
備

関
係
団
体
と
の
協
力
体
制
を
推
進

藤
沢
市
新
総
合
計
画
の
あ
り
方
と

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告

　

平
成
二
十
五
年
度
一
般
会
計
予
算
及
び
十
特
別
会
計
予
算
（
総
額
二
千
三
百
三
十
二
億
一

千
六
百
五
十
六
万
七
千
円
）
の
計
十
一
議
案
は
、
三
月
五
日
に
設
置
さ
れ
た
予
算
等
特
別
委

員
会
に
お
い
て
八
日
間
に
わ
た
り
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
三
月
十
八
日
の
本
会
議
で
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
予
算
等
特
別
委
員
会
の
審
査
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

無線デジタル化を推進
消防救急基地局
新たに六会出張所を追加

平成25年度予算等
特別委員会委員

委 員 長　高橋　八一
副委員長　増井　秀夫
委　　員　加藤なを子
　 〃 　　市川　和広
　 〃 　　佐賀　和樹
　 〃 　　永井　　譲
　 〃 　　原　　輝雄
　 〃 　　松長　泰幸
　 〃 　　大矢　　徹
　 〃 　　有賀　正義
　 〃 　　東木　久代
　 〃 　　武藤　正人
　 〃 　　栗原　義夫
　 〃 　　吉田　淳基

災
害
時
の
帰
宅
困
難
者

議
員
全
員
協
議
会
を
開
催

本市のPR活動に取り組まれている観光親善大使・つるの剛士氏

（※）デマンド交通…�電話予約など利用者のニーズに応じて柔軟な運行を行う公共交通の一形態。


